
令和４年度 山形城北高等学校 修了式 式辞 （令和４年３月２４日） 

２月、３月は慌ただしく、気がつくと今日は今年度最後の登校日となりました。３年生が卒業したこ

ともあり、なんとなく寂しく、新入生の入学が待ち望まれるところですが、２週間あまり経つと、今

年も３６２名という大変たくさんの新入生が入学します。学校全体では、久しぶりに1,000人を超

えることになり、これも在校生の皆さんの様々な活躍があってのことと感謝します。 

 

さて、本日の修了式の式辞は、①卒業式 ②地震 ③コロナ の３つです。 

まず初めに卒業式についてですが、感染拡大防止ということで、在校生は生徒会長のみ、保護者

は１名という制限の中で行われました。私はこれまで３０数回卒業式に出ているのですが、その中

でも一、二を争うほど感動した卒業式でした。それは取りも直さず、コロナ禍で青春時代を過ごし

た卒業生の思いが詰まった式だったからだろうと思います。皆さんには、後ほど、生徒会長 加藤

君の送辞と、卒業生を代表して加藤颯涼君が述べた答辞を読んでいただきます。 

私の式辞はＨＰに載せているので、そちらで読んでほしいのですが、一昨年コロナで学校生活に

不自由しているとき、あいみょんのマリーゴールドの話をしたなとか、城北祭では愛猫サスケの話

をしたなとか、そんなことを思い出して、式辞の結びは次のような言葉を述べました。 

歌手の あいみょんが DISH に提供した「猫」という楽曲の歌詞に、 

いつかフラッと現れてくれ／何気ない毎日を君色に染めておくれよ 

いつか君がフラッと現れて／僕はまた、幸せで 

という一節があります。本校は私立学校で、みなさんがいつフラッと現れても、学校は変わらぬ姿

のままで、ここにあります。 先生たちも、できるだけ若さを保ちながら、いつもここにいます。これか

らの長い人生、人を敬い、人を愛し、人を信じて、力強く生きてください。 そして、猫のようにフラッ

と顔を見せて・・・幸せをください。 

皆さんはあまり意識していないかもしれませんが、私立学校の特長は人事異動がほとんどなく、

学校に来ると先生方が変わらずにいるということです。 

２つ目は地震の話です。１６日の深夜、福島県沖を震源とする大きな地震が発生しました。11年

前の東日本大震災が起こった時、皆さんは５歳か６歳で、その頃の記憶というのは薄らいでいる

のかもしれません。当時は目を覆いたくなるような映像が繰り返し流れていましたが、それを目に

する機会も随分減ってきました。今回の地震では、さくら連絡網で安否確認を行いましたが、次の

日には全員の安全が確認できました。 

LINEは東日本大震災のあと、災害時に電話は繋がりにくいということで開発されたSNSです。

本当に便利になりました。昨年が震災後10年ということで、去年の卒業式の式辞は「命の授業」

と題して東日本大震災の話をしたのですが、その後半部分だけ紹介したいと思います。 

今後30年間の発生確率が約７割という首都直下型地震は、死者の数は最大で一万人と予想さ

れています。もっと深刻なのは南海トラフ巨大地震で、最悪の場合、死者数は32万人ですから、

東日本大震災の16倍になります。30年以内の発生確率は７割～８割とされ、地震発生後「数分」

でやってくる津波が大きな被害を及ぼすと言われています。 

この２つの地震については、若い皆さんが経験する確率はきわめて高いわけです。東京では直下

型地震を想定し、学校に寝泊まりする訓練を行っていますし、西日本では数万人、数十万人が参

加する避難訓練が行われています。山形に生まれ育ったばかりに防災意識を十分に持たないま

ま、進学や就職、あるいは転勤や結婚などで、全国あちこちに住むことになる人も出てくるはずで

す。地震に限ったことではないのですが、自分の命は自分で守るという意識と、噂に惑わされず、

自分で判断し行動する力を身につけてほしいと思います。 



といった内容でした。海側に住んでいれば津波、住宅密集地であれば火災、といったように、今住

んでいるところがどんな災害の危険があるのかを日頃から考えておかないといけません。  

３つ目はコロナについてです。 

２月には１年生で、３月には２年生でコロナの集団感染が発生しました。感染対策をとってはいた

ものの感染が広がったのは、オミクロン株の感染力の強さにありますが、感染の広がり易さにつ

いては、次の４つが関係すると言われています。 

 ①ウイルスの細胞へ侵入する能力 

 ②感染者のうつしやすさ 

 ③未感染者のかかりやすさ（マスク・ワクチン・免疫・・・） 

 ④環境（温度、湿度、換気など） 

①についてですが、次の人に感染させる

まで５日かかっていたウイルスが、２日で

感染させてしまうウイルスに変異したとす

ると、・・・（図を使って説明） 

いずれにしても①と②については、私たち

自身の手でどうすることもできないので、

結局は③と④ということになります。マスク

を隙間なくつける、換気を徹底するといっ

たことをより重点的にやってください。それ

から、オミクロン株は園児など子供の感染

が多く、症状がないままうつしてしまう特

徴を覚えておいてください。 

幸いにして、本校の感染者で重症化した人はいませんが、味覚障害・嗅覚障害・倦怠感など後遺

症が続いている人はいます。３回目のワクチン接種が後遺症を和らげるという研究成果も出てい

るようなので、後遺症に悩んでいる人は調べてみてください。生徒会誌の『駒草』にも書きました

が、本校としては、「コロナとの闘い」から「コロナとの共存」へと進みたいと考えています。 

さて、この一年を振り返り、体育の授業や部活動での怪我、そして交通事故などはありましたが、

大事には至らず安堵しています。皆さんのような若い世代は、病気で命を失うというのは稀で、事

故と自殺の２つが死因の多くを占めるのですが、日本では若い世代の死因のトップが「自殺」で

す。これはG７（先進７か国首脳会議）の中では日本だけで、それ以外の国は１位が事故、２位が

自殺になっています。世界的にみれば、経済的に恵まれ、衛生・医療が整った日本で、自ら死を選

ぶ若者が多いことを重く受け止め、国でも様々な対策をとっています。 

本校に限れば、２月に実施した学校評価アンケートでは、「学習や進路、困りごとなどに相談に乗

ってくれる」という質問に対し約９割が肯定的な回答をしてくれています。また、カウンセラー室に

常時先生がおり、他に３人の非常勤カウンセラーもいます。充実した相談活動という点では県内

一だと思っていますので、遠慮せず活用してください。大切なことは、得体のしれない誰かに相談

するのではなく、信頼できる機関を利用するということです。最近はINEや電話で悩み事を相談

できる公的な窓口もあります。いずれにしても、一度失われた命はゲームをリセットするように元

に戻ることはありません。一方で、悩みや不安というのは自我の確立期である青年期の特徴で、

いつまでも続くわけではありません。つまり、中高生の時に不安や悩みを抱えるというのは成長の

証ということもできるのです。 

それでは、春休みを事故なく過ごし、４月７日の始業式、元気にお会いしましょう。 


